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《事業概要》
令和８年度に第２病棟の精神一般病床５０床から３３床に削減し、その上で、
県域で不足している児童・思春期精神科病床の充実を図るべく、令和９年度に
この３３床のうち１５床を児童・思春期精神科病床へ転換するための施設改修
および設備整備事業を実施する。

５　病床の機能分化・連携を促進するための基盤整備

事業の分類

Ⅰ-①　地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業

（１） 医療提供体制の改革に向けた施設・設備の整備　等

事　業　の　概　要　（積算）
《積算》

　〇転換病床数　１５床
　（精神一般　３３床→児童・思春期精神　１５床、精神一般　１８床）

　　総室１室 32㎡ × ８室 ＝ 256㎡（個室化）
　　器材室１室 16.8㎡（シャワー室）　　計　272.8㎡

　　施設改修費、設備整備費等　計110,000千円

事 業 期 間 令和９年４月１日～令和１０年３月３１日

令和９年度（2027年度）地域医療介護総合確保基金事業（医療分）提案調査票

事 業 の 実 施 主 体 滋賀県立精神医療センター

対 象 圏 域 湖南圏域

事 業 の 名 称 病床機能分化促進事業

現状と課題、事業の目的

　当院は、政策医療として救急や依存症、思春期等の医療と社会復帰を目的に
設置され、県下の精神科病院や診療所、保健所や市町、福祉機関と協力し、患
者への適切な医療と訪問看護やデイケアなど地域での暮らしを支援してきた。
　少子化にあっても子どもたちの入院や外来は増加傾向であるが、当院の病棟
は成人と同じであるため、成人患者から話しかけられる等の接触を不快に感じ
たり、親が不安視するため児相からの一時保護が見送られたケースがある。
　一方、滋賀県保健医療計画では、児童・思春期精神疾患および発達障害の施
策として「入院対応のできる専門病床を有する医療機関の確保について検討」
とある。長浜赤十字病院が８年度に設置された１２床とともに、今回の改修に
より南の拠点として当院に１５床の専門病床を設置し、子どもたちの療養環境
を向上させたい。

達成目標

地域医療構想との関係性

　本県の精神病床は2,249床と、保健医療計画で定める基準病床数に対し437床
多くなっていることから、令和８年度に19床を削減し(第1病棟:50床→48床、
第2病棟:50床→33床)、病床数の適正化を図る。加えて、令和９年度に第2病棟
の33床のうち15床を児童・思春期精神科病床に転換することは、2040年の地域
医療構想において精神科病床に求められる、機能分化（急性期、回復期など）
の推進や一般医療との連携強化という方向性に合致するものと考えている。

病床機能分化

第２病棟　33床(精神一般　33床、児童・思春期精神　０床)

第２病棟　33床(精神一般　18床、児童・思春期精神　15床)

事業の成果・効果

　政策医療である精神科救急や依存症治療を確保しつつ、本県の懸案であった
児童・思春期の精神科の充実を図ることにより、自殺対策をはじめ子どもたち
の医療を向上させるほか、子ども家庭相談センターの一時保護委託を積極的に
受けるなど、子どもを大切にする本県の施策にも寄与できる。



【調査票】

病院名 担当者名

担当部署 電話番号

E-mail

1 整備予定がある場合の整備予定年度、具体的な内容 ↓複数年の場合記載

2027 年度　　～ （ 年度）

(2)整備面積（㎡） (4)総事業費（千円）

ア　病床転換 ○ → 272.8 ㎡
児童・思春期
精神科病床

33(精神一般) 床 →
15(児童・思春期

精神科)
18(精神一般)

床 110,000 千円

イ　病床削減 → ㎡ 床 → 床 千円

ウ　再編統合 → ㎡↑病床機能を記載 ↑病床数を記載 ↑病床数を記載 千円

エ　その他 → ㎡ 千円

該当するものに○↑ ↑整備面積を記載 ↑金額を記載

（5）「ウ　再編統合」に○をした場合、その具体的な内容を次に記入してください。

（6）「エ　その他」に○をした場合、その具体的な内容を次に記入してください。（地域医療構想の達成に関係のない提案は不可）

↓複数年の場合記載

年度　　～ （ 年度）

(2)整備面積（㎡） (4)総事業費（千円）

ア　病床転換 → ㎡ 床 → 床 千円

イ　病床削減 → ㎡ 床 → 床 千円

ウ　再編統合 → ㎡↑病床機能を記載 ↑病床数を記載 ↑病床数を記載 千円

エ　その他 → ㎡ 千円

該当するものに○↑ ↑整備面積を記載 ↑金額を記載

（5）「ウ　再編統合」に○をした場合、その具体的な内容を次に記入してください。

（6）「エ　その他」に○をした場合、その具体的な内容を次に記入してください。

↓複数年の場合記載

年度　　～ （ 年度）

(2)整備面積（㎡） (4)総事業費（千円）

ア　病床転換 → ㎡ 床 → 床 千円

イ　病床削減 → ㎡ 床 → 床 千円

ウ　再編統合 → ㎡↑病床機能を記載 ↑病床数を記載 ↑病床数を記載 千円

エ　その他 → ㎡ 千円

該当するものに○↑ ↑整備面積を記載 ↑金額を記載

（5）「ウ　再編統合」に○をした場合、その具体的な内容を次に記入してください。

（6）「エ　その他」に○をした場合、その具体的な内容を次に記入してください。

質問は以上となります。御協力いただき、ありがとうございました。

※「ウ　再編統合」、「エ　その他」を選択した場合で(5)・(6)の記入欄に記載できない場合は、記入欄に「別紙のとおり」と記載いただき、別紙で内容が
分かる資料を添付してください。

※整備予定年度が多岐にわたる場合は、適宜、11～22行をコピーし、追記いただくようお願いします。

2027年～2029年までの間に、地域医療介護総合確保基金を活用し、地域医療構想の達成に向けたハード整備を実施する意
向がある場合記入してください。（少しでも検討段階のものがあれば可能な限りご記入ください。）

(3)（病床転換・削減の場合）
  　病床数（床）

①整備予定年度

(1)整備内容

②整備予定年度

(1)整備内容
(3)（病床転換・削減の場合）

  　病床数（床）

③整備予定年度

(1)整備内容
(3)（病床転換・削減の場合）

  　病床数（床）

各病院における2027年から2029年までのハード整備意向調査　調査票

精神医療センター

事務局

総務経理係長　城戸和彦

nb04@pref.shiga.lg.jp、kido-kazuhiko@pref.shiga.lg.jp

077-567-5001

※「ウ　再編統合」、「エ　その他」を選択した場合で(5)・(6)の記入欄に記載できない場合は、記入欄に「別紙のとおり」と記載いただき、別紙で内容が
分かる資料を添付してください。

※「ウ　再編統合」、「エ　その他」を選択した場合で(5)・(6)の記入欄に記載できない場合は、記入欄に「別紙のとおり」と記載いただき、別紙で内容が
分かる資料を添付してください。

転換先の機能につい
て記載してください。

転換先の機能につい
て記載してください。

転換先の機能につい
て記載してください。

総室１室 32㎡ × ８室 ＝ 256㎡（個室化）
器材室１室 16.8㎡（シャワー室）　　計　272.8㎡


